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【要 旨】 

 本研究は，大学バスケットボールプレーヤーを対象に，トレーニング前後の認知機能，主観的疲労感，

主観的運動強度，およびフリースローパフォーマンスとの関係を明らかとすることを目的とした．対象は

バスケットボール選手 10 名とした．全ての対象者に対し 1 時間のバスケットボールのトレーニングの前

後でフリースローパフォーマンス，抑制機能と主観的疲労感の評価を実施した．トレーニング終了直後

に主観的運動強度を測定した．認知機能の指標として，ストループカラーワードテストを用いて抑制機

能を評価した．その結果，トレーニング前後でフリースローの成功率に変化は認められなかった．トレー

ニング前後で抑制機能は促進され，主観的疲労感が増大した．抑制機能の変化と主観的疲労感の変

化および主観的運動強度の間に負の相関関係が認められ，また，抑制機能の変化とフリースロー成功

率の変化の間に正の相関関係が認められた．本研究により，バスケットボールトレーニング前後で抑制

機能が促進される一方で，主観的運動強度が高く，主観的疲労が増大した者は抑制機能促進が軽減

されることが明らかとなった．フリースローの正確性の維持・向上には抑制機能が重要な役割を担い，

主観的疲労，主観的運動強度はフリースローの正確性に与える影響が比較的小さいことが示された．

プレーに伴う抑制機能の維持・促進を図ることでフリースローパフォーマンスの維持・向上に寄与するこ

とが提言された． 
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[Abstract] 

The present study aimed at evaluating relations between cognitive function, subjective 

fatigue, ratings of perceived exertion (RPE), and the free throw performance of 

university basketball players. Participants, ten basketball players (age range: 18 – 23 

years), underwent evaluation of their free throw performance, inhibitory control, and 

subjective fatigue before and after a 60-min basketball practice session. Inhibitory 

control as an index for cognitive function was evaluated by the Stroop Color and Word 

Test. The results indicated that the players’ free-throw performance was maintained, 

their inhibitory control facilitated, and subjective fatigue increased after the practice. A 

relative change in inhibitory control was inversely correlated with subjective fatigue 

and the participants’ ratings of perceived exertion. Relative changes in inhibitory 

control were also inversely correlated with the relative changes in their free throw 

performance. In conclusion, inhibitory control increased after the basketball practice 

session. However, an increment in fatigue was associated with a decline in inhibitory 

control. Free throw performance might be coupled with inhibitory control; subjective 

fatigue and ratings of perceived exertion appeared not to mediate free throw 

performance. Maintaining inhibitory control during matches might be important for 

players’ free throw performance.  
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I. 問題提起 

スポーツ選手における競技パフォーマンスと体力・身体要素および認知機能に関する研究成果は数

多く報告されている（Kuroda et al., 2015; Ostojic et al., 2006; Tsunawake et al., 2003; Verburgh et al., 

2014; Voss et al., 2010）．アスリートや運動習慣者は認知機能が高い水準であることが示されており

（石原ほか, 2015a; 石原ほか, 2015b; Voss et al., 2010），球技において競技レベルの高い者は安静

時の認知機能も高いことが報告されている（Verburgh et al., 2014; Voss et al., 2010）．Verburgh et al.

（2014）はサッカー競技者において，高い競技パフォーマンスレベルを有する者は一般プレーヤーと比

較して高い認知機能を有していることを示しており，とりわけ高次な認知機能（抑制機能）で顕著な差が

認められたことを報告している． 

Voss et al.（2010）はアスリートと非鍛錬者における安静時の認知機能をメタ解析を用いて比較した．

その結果，アスリートは認知処理速度が優れており，とりわけインターセプティブスポーツ（すなわち，選

手の身体やその一部，持っている道具の間での協調が求められるスポーツ；例えば，テニス，フェンシ

ング）とストラテジックスポーツ（すなわち，フィールドやボールの位置に関する情報を同時に処理し，多

様な状況を含むスポーツ；例えば，バスケットボール，サッカー）でその傾向が強いことを報告している．

以上から，ストラテジックスポーツに分類されるバスケットボールにおいては認知機能が競技パフォーマ

ンスを決定する要因の 1 つであることが予想される． 

バスケットボール競技におけるフリースローのパフォーマンスにとって重要な認知機能として抑制機

能が挙げられる．抑制機能は内部または外部の不必要な情報を抑制し，重要な情報に選択的に注意

を向けるために注意，行動，思考，感情をコントロールする能力である（Diamond, 2013）．Jacobson and 

Matthaeus（2014）は短時間での高い集中力を要するスポーツ経験者（例えば，ゴルフ）は抑制機能が

高いことを報告しており，観客や周りのプレイヤーへの不必要な注意を抑制し，リングだけに注意を向

ける必要があるフリースローの成功には抑制機能が重要な役割を担うと考えられる．バスケットボールの

試合において，フリースローによる得点取得は 10%以上にのぼることが報告されている（倉島ほか，

2011）．これらのことから，バスケットボール競技中の抑制機能の維持・促進がフリースローパフォーマン

スに与える効果を検討することで，競技パフォーマンスの向上を目的とした取組に新たな知見を提供す

ることが期待できる． 

認知機能と競技パフォーマンスの関連を明らかにした研究の多数は, 実験室で行った熟練者，未熟

練者の安静時における認知機能の比較研究である（Verburgh et al., 2014; Voss et al., 2010）．抑制機

能は一過性の運動に伴い変化することが示されており（Chang et al., 2012），安静時のみならずプレー

に伴う抑制機能の変化が競技パフォーマンスに与える影響を検討することは重要な課題である．抑制

機能は一過性の運動により促進されること（Hillman et al., 2009; Pontifex et al., 2009），変化しないこと

（Stroth et al., 2009），低下することが報告されている（Labelle et al., 2013）．一貫した結果が得られて

いない原因として，一過性の運動に対する抑制機能の応答は運動強度（Kamijo et al., 2004），運動の

強弱変化（石原ほか，2013），運動時に要求される認知活動（Best, 2010）に依存することが挙げられる．

石原ほか（2013）は大学生バスケットボールプレーヤーを対象に，自転車エルゴメーターを用い，バスケ

ットボールの運動率に合わせた間欠的運動と，仕事量を合わせた連続的運動を実施させ，その前後で

の抑制機能の変化を検討した．その結果，間欠的運動によって抑制機能が促進される一方で，連続
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的運動では変化が認められないことを明らかにした．石原ほか（2013）は研究の限界として，バスケット

ボールを実際に行った際に要求される予測や判断といった精神作業が含まれなかったことを挙げてお

り，より実践に近い形で検討することを課題としている．さらに，その抑制機能の変化が競技パフォーマ

ンス（すなわち，フリースロー）に与える影響を明らかとすることが課題である． 

運動による認知機能の変化は運動中の主観的運動強度や主観的疲労感に影響を受けるため（石

原ほか, 2013; Kamijo et al., 2004），プレーに伴う抑制機能の変化と競技パフォーマンスの影響を検討

する際には主観的運動強度や主観的疲労感を同時に測定する必要がある．Kamijo et al. (2004) は主

観的運動強度と認知機能の関連を検討し，主観的運動強度と認知機能の間に逆 U 字の関係があるこ

とを示している．また，石原ほか（2013）は一過性の自転車運動後の主観的疲労感が高かった者ほど

認知処理速度が促進される一方で，注意シフトが要求される課題の誤答率が上昇したことを報告して

いる．競技中の主観的運動強度および主観的疲労感の増大に伴う認知機能の変化が競技パフォーマ

ンスに与える影響を検討することは競技パフォーマンスの向上を目的とした取り組みの提案に貢献する

と考えられるが，競技を問わず十分に検討されていないのが現状である． 

 

II．目的 

競技パフォーマンスと認知機能の関連を検討した研究は熟練者と未熟練者の比較を中心とした実

験室研究が多数を占め（Verburgh et al., 2014; Voss et al., 2010），実際の競技パフォーマンスとの直

接的な関係を検討するには至っていない．本研究は，バスケットボール競技プレー時の主観的運動強

度および主観的疲労感が抑制機能に与える効果を検討し，さらに抑制機能の変化とフリースローパフ

ォーマンスと抑制機能の関連を明らかとすることで，競技プレー時のフリースローパフォーマンスの維

持・向上に対する抑制機能の役割を明らかとすることを目的とした． 

 

III. 方法 

1. 対象者 

大学男子バスケットボール部に所属する男子学生 10 名を研究の対象とした（年齢 20 ± 2 歳，身長

174.4 ± 5.5cm，体重 68.5 ± 5.6kg，競技歴 8.0 ± 2.9 年）．各対象者は定期的にバスケットボールの

トレーニングを実施している者であった（週 5 回，１回 3 時間程度）．実験前日は飲酒，刺激物の摂取を

控えるよう指示した．本研究は本学大学院倫理委員会の承認を得て，すべての対象者に対して実験

の趣旨，方法と本実験に関わる安全性について充分な説明を行い，文書にて同意を得た上で実施し

た． 

 

2. プロトコル 

対象者は 5 分間のウォーミングアップ（ジョギングとストレッチ）を行った後に主観的疲労感，抑制機能

の測定を行った．測定終了後，フリースローパフォーマンステストを実施した．その後，通常の部活動と

同様のトレーニングを実施した．トレーニングの実施時間は実際の試合（インターバルを含む 54 分）と

同等の時間となるように 60 分とした．トレーニング内容はウォーミングアップ（ジョギング，ダイナミックスト

レッチ），1on1，ドライブからのシュート練習を各 20 分間実施した．トレーニング終了後，主観的運動強
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度，主観的疲労感，抑制機能の測定を行い，最後にフリースローパフォーマンステストを実施した．トレ

ーニング後の測定は，トレーニング終了直後に実施し，最後のトレーニングメニューを終了した者から

順に 6 名の検者により測定した．本研究ではフリースローパフォーマンステストとして 20 本のフリースロ

ーを打たせ，その成功率をフリースローパフォーマンスの指標とした． 

 

3. 抑制機能 

抑制機能の指標として，ストループカラーワードテストを用いた（Stroop, 1935）．本研究では A4 サイ

ズの用紙に 4 種類の色のカラーパッチを 48 個配列し（縦 8×横 6），対象者にその色名を左上から右に

向かって順番に発音させた（統制条件）（図 1A）．その後，色名と表記の色の異なる語（例えば，青色で

書かれた「あか」など）を 48 語配列し，その色名を発音させた（不一致条件）（図 1B）．対象者には，でき

るだけ速く読むよう教示を行った．課題に対する慣れを防ぐため，本実験に先行して 24 個/語の刺激か

らなる練習試行を実施した．また，学習効果を防ぐために，3 種類の色の配置の異なる用紙を用いてト

レーニング前後で異なる用紙を無作為に用いた．統制条件は単純な色読み課題であり，情報処理の

速度や正確性が要求される．不一致条件では文字を読もうとする反応による葛藤が生じ，葛藤を抑制

して発音する必要がある．回答はボイスレコーダーで録音し，48 個/語から構成された統制条件と不一

致条件の発音開始から終了までの回答にかかった時間と正答率をそれぞれ測定した．統制条件回答

時間と正答率を色知覚（対象の色を理解する機能）や認知処理速度（知覚した色に対して反応する速

度）といった認知機能の指標として用いた．色知覚や認知処理速度に加えて抑制機能が要求される不

一致条件回答時間と正答率，および干渉量（回答時間：不一致条件回答時間－統制条件回答時間，

正答率：統制条件正答率－不一致条件正答率）を抑制機能の指標として用いた．  

 

A. 統制条件 B. 不一致条件 

図 1 ストループカラーワードテストの例 

 

4. 主観的疲労感，主観的運動強度  

主観的疲労感は，Visual Analog Scale（VAS法）を用いて測定した（Hewlett et al., 2011）．直線 10cm 

の左端を「全く疲労のない状態」，右端を「（想定できる範囲の）最大の疲労状態」の疲労感の連続体と



スポーツパフォーマンス研究, 8, 239-251, 2016 

 

244 
 

して，そのときの全身の疲労度を直線上にチェックを入れることで評定させた．主観的疲労感は，左端

からの長さを測定することで評価した． 

主観的運動強度は，ボルグスケールを用いトレーニング終了直後に 6 から 20 までの 15 段階で対象

者に評価させた (Borg, 1982)． 

 

5. 統計処理 

各測定値に対して Kolmogorov–Smirnov 検定を実施し，正規性が確認された項目についてはパラメ

トリック検定，正規性が確認されなかった項目についてはノンパラメトリック検定を実施した．トレーニン

グ前後の比較に対応のある t 検定または Wilcoxon の符号順位和検定を用いた．Pearson の積率相関

係数もしくは Spearman の順位相関係数を用い，トレーニング前の認知機能とフリースローパフォーマン

スの関係および各指標の変化または主観的運動強度の関係を検討した．また，フリースローの技術に

よって認知機能とフリースローパフォーマンスの関係が異なる可能性を検討するために，トレーニング前

のフリースローパフォーマンスの上位 5 名，下位 5 名に分けた場合についても順位相関係数を用いた

相関分析を行った．有意水準は 10%未満とした．  

各項目の変化率を以下の式にて算出した． 

変化率 =（トレーニング後‐トレーニング前）/トレーニング前×100 

 測定値として 0 を含む項目（ストループカラーワードテスト正答率における干渉量，VAS）は変化率を

算出できないため変化量を用いた． 

 

IV. 結果 

1. 各指標の正規性検定 

 Kolmogorov–Smirnov 検定の結果，ストループカラーワードテスト正答率，主観的疲労感（VAS），主観

的運動強度（RPE）は正規分布から逸脱していた．その他の測定項目は正規分布に従っていた． 

 

2. フリースロー課題成績，主観的疲労感の経時的変化および主観的運動強度 

トレーニング前後のフリースロー課題成績，主観的疲労感，トレーニング直後の主観的運動強度を

表 1 に示した．フリースロー課題の成功率はトレーニング前後で有意な変化は認められなかった（t(9) = 

0.27, p = 0.79, d = 0.13）．主観的疲労感はトレーニング前後で有意に増大した（z(9) = 2.96, p < 0.01, r 

= 0.66）．トレーニングの主観的運動強度は平均 13（ややきつい）であり，もっとも低い者で 12（「楽であ

る」から「ややきつい」の間），最も高い者で 17（かなりきつい）を示した． 

 

3. トレーニング前後でのストループカラーワードテスト課題成績の変化 

 回答時間について，統制条件，不一致条件，干渉量の全てがトレーニング後に短縮した（統制条

件：t(9) = 3.32, p < 0.01, d = 0.66, 不一致条件：t(9) = 6.05, p < 0.01, d = 1.76, 干渉量：t(9) = 3.89, p 

< 0.01, d = 1.36）（表 1）．正答率についてはいずれの項目についても有意な変化は認められなかった

（z(9) < 1.55, p > 0.12, r < 0.35）（表 1）． 
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表 1 トレーニング前後のフリースローパフォーマンス，主観的疲労感，主観的運動強度およびストループカ

ラーワードテスト課題成績 (mean ± SD [range]) 

 トレーニング前 トレーニング後 

フリースロー（%） 65.50 ± 14.23 

(50.00-90.00) 

67.00 ± 10.59 

(50.00-80.00) 

主観的疲労感（cm) 1.1 ± 1.3 

(0.0-4.0) 

4.2 ± 1.5 ** 

(2.2-7.7) 

主観的運動強度 - 13 ± 2 

(12-17) 

ストループカラーワードテスト   

統制条件回答時間（秒） 22.20 ± 2.29 

(19.29-26.48) 

20.37 ± 3.72 ** 

(14.76-26.60) 

不一致条件回答時間（秒） 32.03 ± 2.36 

(27.58-36.04) 

27.59 ± 3.20 ** 

(22.88-32.79) 

回答時間における干渉量（秒） 9.83 ± 2.12 

(7.05-13.70) 

7.23 ± 2.14 ** 

(5.01-12.58) 

統制条件正答率（%） 97.08 ± 2.45 

(93.75-100.00) 

98.33 ± 2.15 

(93.75-100.00) 

不一致条件正答率（%） 95.21 ± 2.95 

(89.58-100.00) 

97.29 ± 2.21 

(97.67-100.00) 

正答率における干渉量（%） 1.88 ± 2.49 

(-4.17-4.17) 

1.04 ± 3.29 

(-4.17-8.33) 

**: vs トレーニング前，p < 0.01 

 

4. トレーニング前の認知機能とフリースローパフォーマンスの関係 

安静時の認知機能（個人差）によってフリースローパフォーマンスが異なるかを検討するために，ト

レーニング前の認知機能とトレーニング前のフリースローパフォーマンスについて相関分析を行った．

その結果，トレーニング前の統制条件回答時間とトレーニング前のフリースローパフォーマンスの間に

有意な負の相関関係が認められた（r = 0.72, p = 0.02）．その他の項目間には有意な相関関係は認

められなかった（表 2）． 

フリースローの技術によって安静時の認知機能とフリースローパフォーマンスの関連が異なるかを

検討するために，トレーニング前におけるフリースローパフォーマンス上位群と下位群に分けて分析を

行った．その結果，有意な相関関係は認められなかった． 

 

表 2 トレーニング前の認知機能とフリースローパフォーマンスの相関関係 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

ストループカラーワードテスト     

 (1) 統制条件回答時間 - 

 (2) 不一致条件回答時間 0.58 # - 

  (3) 回答時間における干渉量 -0.43 0.48 - 

 (4) 統制条件正答率 -0.19  -0.09 0.19 - 

 (5) 不一致条件正答率 -0.57 # -0.51 0.12 0.63 * - 

  (6) 正答率における干渉量 0.39  0.54 0.19 0.26 -0.46  - 

フリースローパフォーマンス     

 (7) トレーニング前 0.72 * 0.47 -0.26 -0.11 -0.43  0.29  

**: p < 0.01*: p < 0.05, #: p < 0.10 
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5. トレーニング前後における各測定項目の変化の関係 

トレーニングに伴う認知機能の低下，促進といった変化がフリースローパフォーマンスの低下，向上と

関連するかを検討するために，トレーニング前後における各測定項目の変化間について相関分析を行

った（表 3）．その結果，フリースロー課題における成功率とストループカラーワードテスト不一致条件回

答時間の変化率に負の相関関係が認められた（r = -0.56, p = 0.09）（図 2）．その他の有意な相関関係

は認められなかった． 

トレーニング前後での主観的疲労感の増大が認知機能の低下を誘導するか，また主観的運動強度

が高い者は認知機能が低下するかを検討するために，トレーニング前後での主観的疲労感の変化，

主観的運動強度とストループカラーワードテスト課題成績の変化の関係を検討した．その結果，主観的

疲労感の変化量とストループカラーワードテスト干渉量の変化量に有意な正の相関関係が認められた

（ρ = 0.63, p = 0.05）（図 3）．主観的運動強度とストループカラーワードテスト不一致条件正答率，正答

率における干渉量の変化の間に有意な相関関係が認められた（不一致条件正答率：ρ = -0.56, p = 

0.09, 干渉量：ρ = 0.73, p = 0.02）（図 3）．その他の項目間には有意な相関関係は認められなかった． 

 フリースローの技術によって認知機能の変化とフリースローパフォーマンスの変化間の関連が異な

るかを検討するために，トレーニング前におけるフリースローパフォーマンス上位群と下位群に分けて分

析を行った結果，下位群で不一致条件回答時間の変化とフリースローパフォーマンスの変化の間に有

意な負の相関関係が認められた（ρ = -0.90, p = 0.04）．上位群においては，回答時間における干渉

量の変化および統制条件正答率の変化とフリースローパフォーマンスの変化の間に有意な負の相関

関係が認められた（干渉量：ρ = -0.90, p = 0.04, 統制条件正答率：ρ = -0.84, p = 0.09）．その他の

項目間には有意な相関関係は認められなかった． 

 

表 3 トレーニング前後の各測定項目の変化間の相関関係 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

ストループカラーワードテスト        

(1) 統制条件回答時間 - 

(2) 不一致条件回答時間 0.54  - 

(3) 回答時間における干渉量 -0.34  0.61 # - 

(4) 統制条件正答率 -0.25  -0.31  -0.31  - 

(5) 不一致条件正答率 0.52  0.27  -0.31  0.13  - 

(6) 正答率における干渉量 -0.76 * -0.51  0.03  0.64 * -0.60 # - 

(7) 主観的疲労感 -0.47  -0.15  -0.10  0.43  -0.18  0.63 * - 

(8) 主観的運動強度 -0.40  -0.35  0.04  0.39  -0.56 # 0.73 * 0.74 * - 

(9) フリースローパフォーマンス -0.50  -0.56 # -0.15  0.08  -0.49  0.53  0.41  0.28

*: p < 0.05, #: p < 0.10 

 

 



スポーツパフォーマンス研究, 8, 239-251, 2016 

 

247 
 

-50
-40
-30
-20
-10

0
10
20
30
40
50

-25 -20 -15 -10 -5 0

フ
リ
ー
ス
ロ
ー

(%
)

不一致条件回答時間(%)

 

 

 

 

 

図 2 トレーニング前後でのストループカラーワードテスト不一致条件回答時間の変化

とフリースローパフォーマンスの変化の関係 

 

 

 

 

図 3 トレーニング前後の主観的疲労感の変化，主観的運動強度，およびトレーニ

ング前後のストループカラーワードテスト課題成績の変化の関係 
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V. 考察 

本研究の結果，1 時間のバスケットボールのトレーニング前後で抑制機能の促進が認められた．バス

ケットボールトレーニングにより抑制機能が平均的に高まる一方で，主観的疲労度が増大した者，主観

的な運動強度が高かった者は抑制機能の促進が軽減された．フリースローパフォーマンスは主観的疲

労感や主観的運動強度，認知処理速度と比較して抑制機能に依存し，主観的疲労感や主観的運動

強度の増大に伴う抑制機能の低下を予防することでフリースローパフォーマンスの維持・向上に寄与す

ることが示唆された． 

 

1. トレーニング前後での抑制機能の変化 

1 時間のバスケットボールトレーニングにより抑制機能は促進された．ストループカラーワードテスト回

答時間における干渉量はトレーニング前後で短縮したが，正答率における干渉量に変化は認められな

かった．これらの結果は，トレーニング前後で抑制機能が促進されたことを意味する．本研究で実施し

たトレーニングは運動強度，運動様式において抑制機能の促進に効果的な運動であったと考えられる．

本研究のトレーニング強度は RPE で平均 13 を示した．Kamijo et al.（2004）は低強度，中等度，高強度

による平均 18 分間の自転車漕ぎ運動の前後の抑制機能の変化を比較した．その結果，中等度運動

（RPE: 12-14）により他の強度と比較して認知機能が促進されたことを報告している．石原ら（2013）は

バスケットボールに類似させたエルゴメーターによる間欠的運動前後で抑制機能が高まり，仕事量を統

一した連続的な運動では変化が認められないことを示した．本研究により，実際にバスケットボール競

技を実施した際も抑制機能が促進することが示された．部活動のトレーニングと実際の試合は運動強

度や要求される認知活動が異なる可能性があるため，より実戦に近づけた環境下での研究が今後の

課題である． 

 

2. 主観的疲労感および主観的運動強度と抑制機能の関係 

主観的疲労感，主観的運動強度の増大は抑制機能の低下を誘導する．主観的疲労感が増大した

者，主観的な運動強度が高い者ほどストループカラーワードテスト不一致条件正答率が低下し，正答

率における干渉量が増大したが，主観的疲労感，主観的運動強度と統制条件の課題成績には関連が

認められなかった．これらの結果は，主観的疲労感の増加や主観的な運動強度の上昇が抑制機能の

低下を引き起こすこと，認知処理速度やその正確性は抑制機能と比較して疲労や運動強度の影響を

受けにくいことを示唆している．石原ら（2013）はバスケットボールに類似させた間欠的運動前後でスト

ループカラーワードテストを用いて測定した抑制機能と主観的疲労感および主観的運動強度の関係を

検討したが，ストループカラーワードテストにおいて正答率を評価していなかったため，本研究で得られ

た関連性は認められなかった．本研究は回答時間のみならず正答率も評価した結果，疲労感や運動

強度の増加が抑制機能の低下を引き起こすことが明らかとなった． 

 

3. フリースローパフォーマンスに影響を与える要因 

本研究により，フリースローの成功率は主観的な疲労感や主観的運動強度，認知処理速度と比較し

て，抑制機能の変化に依存することが示された．トレーニング前後でフリースローパフォーマンスに有意
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な変化は認められなかったが，ストループカラーワードテスト不一致条件回答時間の短縮が大きかった

者ほどフリースローパフォーマンスが向上する傾向が示された．また，トレーニング前のフリースローパフ

ォーマンス上位群と下位群に分けた分析において，両群で抑制機能が促進された者ほどフリースロー

パフォーマンスも向上する関係性が認められた．一方，主観的疲労感，主観的運動強度，ストループカ

ラーワードテスト統制条件の課題成績とフリースローの正確性には関連性は認められなかった．以上か

ら，トレーニングに伴う主観的疲労感や主観的運動強度の増加に伴う抑制機能の低下を予防すること

でフリースローパフォーマンスの向上に寄与し，その関係は技術レベルに関わらず認められることが示

唆された． 

トレーニング前後の抑制機能の変化とフリースローパフォーマンスの変化に相関関係が認められた

一方で，トレーニング前の認知機能とフリースローパフォーマンスの間に有意な相関関係は認められな

かった．この結果は，安静時の抑制機能と比較してトレーニングに伴う抑制機能の変化がフリースロー

パフォーマンスに与える影響が強いことを意味している．また，トレーニング前の統制条件回答時間が

短い者ほどフリースローパフォーマンスが低い結果を得た．これらの結果から，認知処理速度や色知覚

といった認知機能よりも，トレーニング中の抑制機能の維持・増進がフリースローパフォーマンスの向上

に重要な役割を担うことが示唆された． 

本研究の結果から抑制機能が維持・増進された者ほどフリースローパフォーマンスが維持・向上した

メカニズムに言及することはできないが，抑制機能を担う前頭前野の活動がフリースローパフォーマンス

に影響を与えたと推察される．先行研究において，ストループカラーワードテスト実行中に前帯状回が

賦活し（Leung et al., 2000），反応時間が短い者ほど課題遂行中の前頭前野における脳血流量が多い

ことが示されている（León-Carrion et al., 2008）．フリースロー課題時における脳波の変化を検討した

Chuang et al.（2013）は，フリースローの成功時に前頭前野の活動が高い水準を示したことを報告して

いる．本研究で得られた結果はこれらの先行研究を支持する結果であると考えられる．トレーニング前

後の認知機能の変化とパフォーマンスの変化を検討した研究は数少なく，本研究によりフリースローパ

フォーマンスの維持・向上には安静時の抑制機能の促進よりもトレーニングに伴う抑制機能の維持・促

進が重要であることが提言された．さらに，本研究で対象とした者の競技レベルの範囲においては，フ

リースローの技術レベルに関わらず運動に伴う抑制機能の維持・増進はフリースローパフォーマンスの

維持・向上に寄与することが示唆された． 

 

VI. まとめと今後の課題 

本研究は，大学生バスケットボールプレーヤーを対象に，トレーニング前後の抑制機能の変化，主

観的疲労感の変化，主観的運動強度，およびフリースローパフォーマンスの関連を検討した．その結

果，1 時間のバスケットボールトレーニングにより抑制機能が促進される一方で，主観的な疲労感や運

動強度の増大が抑制機能の亢進の軽減または低下を誘導することが明らかとなった．抑制機能が促

進された者ほどフリースローパフォーマンスが向上する関連が認められた一方で，トレーニング前の抑

制機能とフリースローパフォーマンスの間に関連は認められなかった．主観的な疲労感や運動強度の

増大を予防し，抑制機能を維持・促進することでフリースローパフォーマンスの向上に寄与することが示

された．バスケットボール競技中の抑制機能の維持・増進に向けた取り組みの提案（例えば，栄養介入，
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認知トレーニング），およびその評価が今後の課題である．  
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